
北陸地方整備局

令和元年台風19号に伴う大雨

近畿・四国・九州地方整備局からの支援状況

北陸地方整備局管内での、被災状況調査（河川・砂防・道路）、応急対策（排水）のため、
TEC-FORCEをのべ863人・日派遣しました。

◆ 強い勢力で上陸した台風19号本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響
により、関東甲信越地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的な大雨となりました。

期間降水量分布（10月10日～13日）
（出典：気象庁HP）

TEC-FORCE活動

千曲川破堤箇所(10月13日撮影：長野県長野市穂保)

◆概要

■台風19号は、10月12日に大型
で強い勢力を維持したまま伊豆
半島に上陸した後、関東地方を
通過し、13日未明に東北地方の
東海上に抜けた。
台風本体の発達した雨雲に加え、
台風周辺の湿った空気の影響で、
関東甲信越地方・東北地方を
中心に、広い範囲で記録的な
大雨となった。

■長野・新潟を含む1都12県に
大雨特別警報が発表され、
総雨量は箱根で1000mmに
達し、 関東甲信地方と静岡県の
17地点で500mmを超えた。

■この雨により、国・県管理河川
あわせて計140箇所で堤防が
決壊、73水系284河川で浸水
被害が発生した。

長野県長野市 応急対策（排水）

新潟県妙高市 被災状況調査(道路)長野県南相木村 被災状況調査（河川）長野県小諸市 被災状況調査（河川）

地方鉄道別所線

(10月14日撮影：長野県上田市諏訪形)

長野県長野市 応急対策（排水）長野県小布施町 応急対策（排水）

◆一般被害（令和3年4月10日 時点）
※内閣府HP 「令和元年台風19号等に係る被害状況等につい
て」から抜粋
■死者 104名 (福島県37名 他)
■行方不明者 3名（宮城県2名 他）
■負傷者 384名（福島県59名 他）
■家屋全壊 3,308棟（福島県1,489棟 他）
■家屋半壊 30,024棟（福島県12,560棟 他）
■床上浸水 8,129棟（埼玉県2,370棟 他）
■床下浸水 22,892棟（宮城県12,151棟 他）


